
本技術の適用による被災した建物の復旧時間
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■3Dモデルの作成

ドローンと3次元技術で
建物の撮影と診断に挑戦
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研究の目的

■震災時の都市・建物の状況

From web site of metropolitan gov., Japan

交通機関はマヒしてしまい、

ライフラインが寸断される危険性がある。

停電

倒壊した建物が散在、

研究の概要

■3Dモデルの表現
3.MR(複合現実）1.VR（仮想現実） 2.AR(拡張現実）

3次元技術を生かした復旧サイクル
損傷した建物の

3Dモデルの作成

作成した3Dモデ
ルの分析

分析結果から復
旧計画の立案

計画に従った

復旧

地域情報も活用するこ
とで、復旧まで速やか
に進捗。

地域情報のDB化■3Dモデルの活用

■従来の震災時の建物の被災度判定

現在の被災した建物の復旧時間 現場に立ち入らず、正確な診断
ができたら…

ドローンと3次元技術を活

用し、被災した建物の被
災度診断に挑戦！

人間の現地調査から、建物の被災度を判定するのは危険で、

Point
ドローンと3次元技術による被災した建物の新しい診断方法を開発する。
安全かつ迅速でありながら、正確な被災度診断を可能にする。

・従来の被災度診断の改善に必要な3次元技術の確立。 ・3Dモデルと被災度診断に関する判断指標の確立。

今後の課題

撮影データ
から3Dモデル
を作成

診断にも多大な時間を要する。

■活動事例

国東市産学官連携研究センター

地域活力による、しなやかで強靭な新しい国東市づくりに向けて

共同研究

災害などで損傷した建屋を修復するためには、
・限られた専門家の現地調査・診断が必要だが待ち時間が長く、無駄な時間を費やす
・復旧に必要な人員・資材の確保は必要だが、これらのデータが横断共有化されていない

⇒ 地域全体の復興に膨大な時間がかかっている。

（1）経年劣化の情報と3Dモデリング技術による迅速な現地の家屋損壊状況の把握
（2）復興にかかる工期の分析
（3）復興のための時間を短縮するための人員・資材などの地域情報の分析と平常時における情報活用を分析

地域防災
の課題

国東市における建物の３Ｄ情報・モデル・資源情報を利活用した
高レジリエンスまちづくりシステムの研究開発

変形や経年劣化の記録

3Dレーザー
スキャンデータ

建屋の損傷・変形や経年劣化の分
析から、災害時の家屋の被災度を
推定

国東市 （防災・減災に優れた強靭な町づくり、レジリエンスの研究実践都市、モデルタウン）

3Dデータを活用する事
で診断の迅速化を図る

専門家の
診断

建物の損傷・変形や劣化状態とドロー
ンやスマートフォンからのデータを活
用した３Ｄデータから建物の状態を迅
速に診断できる手法を開発

建物の損傷度を診断するための
3Dモデルの再現と、損傷箇所を補

修するための工法の開発と補修
工事の最適化

伊藤拓海准教授 コイシ伊藤拓海准教授 崔彰訓助教

人員・資材などの地域情報から平常
時、災害時の効率的な人員・資材の
配置を分析。さらに平常時の情報活
用を分析。

石垣綾准教授

データ化・
分析

道路データ

資材データ

作業員データ

作業員データ

資材データ

資材データ

道路データ

国東市内に点在する
リソースを分析

国東市 コイシ 地元企業

地元企業
・防災／減災、復興のデータの提供
・データベースの活用による活性化
・将来的に地震保険などの分野に展開

市民

教育への貢献

目的①：

防災情報／復興支援促進のためのアプリ
ケーション開発により、地域の“高レジリエ
ンス”（高修復力）化に寄与する事を目指す

防災／復
興支援ＤＢ

災害時の迅速
な復興

被災家屋

限られた専
門家でも迅速
な診断が可
能に

建設業者等

・

観光情報

国東市
空き家バンク

地震保険
情報

保険会社

将来的に市民情報
と一体となったコ
ミュニティデザイン・
システムへ

例）道路情報、企業情
報などを利用し平常時
に観光情報をインタラク
ティブに取得できるアプ
リケーションの開発

例）損傷・変形の
経年変化を加味し
た新しい地震保険
の開発

観光データ

国東市空き家
バンクの情報

「夏休み子ども家づくり体験教室」
・ドローンによる測量、版築作成体験
・講演会の開催

目的②：
大学の役割を活用し、社会人、児童への

教育、啓蒙活動に寄与する事で、地域の
高レジリエンス化を促進、人材の開発に
寄与する事を目指す

将来的に地域の高レジリエンス化に
対応できる人材の育成

例）国東市空き家バンク
の情報と連動し、災害
時の避難所、資材拠点
として活用

コイシ

3DCAD


